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山
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県
行
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組
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則
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一
部

口
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十

三
百
一
条
第
二
号
ロ

の
表
中

口
県
子
育
て
文
化
審
議
会
規
則
（
こ

口
県
の
事
務
処
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の
特
例
に
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る

良
宅
地
等
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認
定
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る
規
則
の

規

口
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行
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一
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す
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平
成
十
九
年
十
月
十
二
日

す
る
。

第
四
条
及
び
第
八
条
第
一
項

第
十
二
条
中
「
第
三
十
六
条

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か

山
口
県
吏
員
恩
給
条
例
施
行

山
口
県
恩
給
給
与
細
則
の
一

平
成
十
九
年
十
月
十
二
日

山
口
県
規
則
第
八
十
八
号

山
口
県
恩
給
給
与
細
則

山
口
県
恩
給
給
与
細
則
（
昭

議
に
関
す

山
口
県
労
働
審
議

会

労
働
者
の

職
業
能
力

査
審
議
及

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か

「
山
口
県
労
働
審
議

会

労
働
者
の

職
業
能
力

査
審
議
及

「
山
口
県
子
育
て
文

化
審
議
会

子
育
て
支

に
つ
い
て

援
・
少
子

山
口

中
「
、
書
留
郵
便
を
も
つ
て
」
を

第
一
項
」
を
「
第
三
十
六
条
」
に

ら
施
行
す
る
。

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

山
口

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

和
三
十
二
年
山
口
県
規
則
第
四
十

る
事
務

福
祉
、
雇
用
及
び
就
業
の
促
進
並
び
に

の
開
発
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
調

び
建
議
に
関
す
る
事
務

ら
施
行
す
る
。

福
祉
、
雇
用
及
び
就
業
の
促
進
並
び
に

の
開
発
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
調

び
建
議
に
関
す
る
事
務

援
・
少
子
化
対
策
に
関
す
る
重
要
事
項

の
調
査
及
び
審
議
並
び
に
子
育
て
支

化
対
策
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
建

一

県
知
事

二

井

関

成

削
る
。

改
め
る
。

こ
こ
に
公
布
す
る
。

布
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

祉部

労
働
政

策
課

商工労働部

」
に
改
め
る
。

労
働
政

策
課

商工労働部

」
を

こ
ど
も

未
来
課

健康福

正

規

則
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第
四人

（
土

第
五な

（
工

第
六

山 口

温第
（
土

第
二な第

請
」第

県 報

温
山

（号 外 ）

山
山

に
改第こ

六
号
様
式
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

地
の
掘
削
、
増
掘
又
は
動
力
の
装

請
）

条

省
令
第
三
条
第
一
項
の
申
請

分
割
承
認
申
請
書
（
別
記
第
三
号

地
の
掘
削
、
増
掘
又
は
動
力
の
装

条

省
令
第
四
条
第
一
項
の
申
請

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
の
完
了
又
は
廃
止
の
届
出
）

条

省
令
第
五
条
の
届
出
書
は
、

泉
法
施
行
細
則
（
平
成
十
四
年
山

二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

地
の
掘
削
の
許
可
の
申
請
）

条

省
令
第
一
条
第
一
項
の
申
請

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
条
中
「
法
第
五
条
第
二
項
（

を
「
省
令
第
二
条
の
申
請
書
」
に

四
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
次
の
よ

泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す

平
成
十
九
年
十
月
十
二
日

口
県
規
則
第
九
十
号

温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改

口
県
規
則
第
八
十
九
号

山
口
県
吏
員
恩
給
条
例
施
行
規

口
県
吏
員
恩
給
条
例
施
行
規
則

正
す
る
。

四
十
四
条
第
一
項
中
「
、
書
留
郵

附

則

の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

ら
な
い
。

置
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る

書
は
、
法
人
合
併
承
認
申
請
書

様
式
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

置
の
許
可
を
受
け
た
者
の
相
続

書
は
、
事
業
承
継
承
認
申
請
書

工
事
完
了
届
（
別
記
第
五
号
様

口
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一

書
は
、
土
地
掘
削
許
可
申
請
書

法
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

改
め
る
。

う
に
改
め
る
。

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

山
口
県
知

正
す
る
規
則

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
昭
和
三
十
二
年
山
口
県
規
則
第

便
を
も
つ
て
」
を
削
る
。

す
る
。

法
人
の
合
併
又
は
分
割
の
承
認

（
別
記
第
三
号
様
式
）
又
は
法

な
い
。

に
係
る
承
認
の
申
請
）

（
別
記
第
四
号
様
式
）
に
よ
ら

式
）
又
は
工
事
廃
止
届
（
別
記

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
別
記
第
一
号
様
式
）
に
よ
ら

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申

事

二

井

関

成

四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

別
記
第
二
号
様
式
中
「

条
９
第

（
温
泉
成
分
分
析
機
関
の
登
録

第
十
三
条

省
令
第
十
五
条
第

記
第
十
三
号
様
式
）
に
よ
ら

（
温
泉
成
分
分
析
の
業
務
の
廃

第
十
四
条

省
令
第
十
六
条
の

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
記
第
一
号
様
式
の
添
付
書

め
、
同
添
付
書
類
に
次
の
よ
う

他
の

そ
４

）

（
温
泉
の
成
分
等
の
掲
示
の
届

第
十
一
条

省
令
第
十
一
条
の

成
分
等
掲
示
内
容
変
更
届
（

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
温

ば
な
ら
な
い
。

（
温
泉
成
分
分
析
機
関
の
登
録

第
十
二
条

法
第
十
九
条
第
二

様
式
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

人
分
割
承
認
申
請
書
（
別
記

（
温
泉
の
利
用
の
許
可
を
受
け

第
十
条

省
令
第
九
条
第
一
項

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
を
第
十
六
条
と
す

第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九

「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め

第
十
条
の
次
に
次
の
四
条
を

（
増
掘
又
は
動
力
の
装
置
の
許

第
七
条

省
令
第
六
条
第
一
項

は
動
力
装
置
許
可
申
請
書
（

（
温
泉
の
利
用
の
許
可
の
申
請

第
八
条

省
令
第
七
条
第
一
項

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
温
泉
の
利
用
の
許
可
を
受
け

第
九
条

省
令
第
八
条
第
一
項

項
２

第

」
を
「第

項
２
第

条

の
申
請
事
項
の
変
更
の
届
出
）

一
項
の
届
出
書
は
、
温
泉
成
分
分

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

止
の
届
出
）

届
出
書
は
、
温
泉
成
分
分
析
業
務

類
１
中
「

の
地

土

」
を
「

明
を

点
地

に
加
え
る
。

出
）

届
出
書
は
、
温
泉
成
分
等
掲
示
届

別
記
第
十
一
号
様
式
）
に
よ
ら
な

泉
成
分
分
析
機
関
が
作
成
し
た
温

の
申
請
）

項
の
申
請
書
は
、
温
泉
成
分
分
析

ら
な
い
。

第
九
号
様
式
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば

た
者
の
相
続
に
係
る
承
認
の
申
請

の
申
請
書
は
、
事
業
承
継
承
認
申

る
。

条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一

、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

加
え
る
。

可
の
申
請
）

の
申
請
書
は
、
ゆ
う
出
路
増
掘
許

別
記
第
七
号
様
式
）
に
よ
ら
な
け

）の
申
請
書
は
、
温
泉
利
用
許
可
申

た
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
又
は
分

の
申
請
書
は
、
法
人
合
併
承
認
申

」
に
改
め
る
。

析
機
関
登
録
申
請
事
項
変
更
届
（

廃
止
届
（
別
記
第
十
四
号
様
式
）

の
そ

び
及

面
図

た
し

示

」
に

（
別
記
第
十
一
号
様
式
）
又
は
温

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

泉
分
析
書
の
写
し
を
添
付
し
な
け

機
関
登
録
申
請
書
（
別
記
第
十
二

な
ら
な
い
。

）請
書
（
別
記
第
十
号
様
式
）
に
よ

項
」
に
、
「
第
十
三
条
第
一
項
」

可
申
請
書
（
別
記
第
七
号
様
式
）

れ
ば
な
ら
な
い
。

請
書
（
別
記
第
八
号
様
式
）
に
よ

割
の
承
認
の
申
請
）

請
書
（
別
記
第
九
号
様
式
）
又
は

二

別に改 泉れ号 らを 又ら法
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付
書１別３別

山 口 県

別
「第「

す は 温

「

す は 温

改
め

報

別
「内

の
示 温「

場 又 温

第
十

（号 外 ）

別
「第

別

条

」別
「各

項

第

類
を
同
添
付
書
類
２
と
し
、
同
添

場
の
請

申
の

可
許

の
用

飲

す
関

に
量

の
物

機

あ
に
合

を
果
結

の
査

検
る

記
第
六
号
様
式
の
添
付
書
類
に
次

他
の
そ

）

記
第
六
号
様
式
を
別
記
第
八
号
様

記
第
六
号
様
式
中
「

関
条

６
第

項
１

第
条

」
に
、

用
飲

又
用

浴
の

共
公
を

泉泉

所
場

る
と
う

よ
し

供
にに
用

飲
又

用
浴

の
共
公

を
称

名

設
施

る
と
う

よ
し

供
地

在
所

、
同
様
式
の
添
付
書
類
中
「第

記
第
七
号
様
式
中
「

示
掲

等
分

成
泉

関
条

７
第

届

」
を
「

た
し

更
変

を
容

を

成
泉

温

い

」
に
、
「第

用
飲
は

用
浴

の
共
公

を
泉

在
所
名
設

施

所 る
す

供
に

地

」
を

一
号
様
式
と
す
る
。

記
第
十
号
様
式
中
「

第
関

条

項
１

第
条

」
に
改
め
、
同
様
式

記
第
九
号
様
式
中
「

関
条

９
第

に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
十
三

記
第
八
号
様
式
中
「

関
条

８
第

項
１

第
条

」
に
改
め
、
同
様
式

号

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第

付
書
類
２
の
前
に
次
の
よ
う
に

れ
ま

含
に

泉
温

、
は

て
っ

書
た

し
載
記

菌
細
般

一
る

類

の
よ
う
に
加
え
る
。

式
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の

）
係

」
を
「

項
２

第
条

）
係

関
条

８
第

号
各

」
を
「第

）
係

第
条

」
を
「

第

示
掲

示
掲

等
分

）
係

関
条届

更
変

容
内

」
に
、

項
３

第
条

」
を
「第

項
４

第
条

「

は
又

用
浴
の

共
公

を
泉

温
称

名

設
施

る
す

供
に

用
飲

地
在
所

）
係

」
を
「

第
）

係
関

条

を
別
記
第
十
四
号
様
式
と
す
る

）
係

」
を
「

第
）

係
関

条

号
様
式
と
す
る
。

）
係

」
を
「

第
）

係
関

条

の
添
付
書
類
５
中
「第

４
第

条

十
二
号
様
式
と
す
る
。

加
え
る
。

び
並

数
の
群
菌
腸

大
び

及
有

に

二
様
式
を
加
え
る
。

」
に
、
「第

項
１

第
条

」
を

」」

号
各

項
２

」
に
改
め
、
同
添

」
に
改
め
、
同
様
式
の
表
中

「

い
た

し
を

示
掲

」
を
「

示
掲 掲

」
に
、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記

」
に
、
「第

項
１

第
条

」
を

。」
に
、
「第

条

」
を
「第

」
に
、
「第

項
１

第
条

」
を

号
各

項

」
を
「第

４
第
条

をに

三
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合２ １ 付
添

山 口

を 又 よ さ し 合 人 合 に

県 報

い浴 温 許

（号 外 ）
９

第

し
署

自
を

名
氏

の
者

請
申

さ
き

大
の

紙
用

は
き

と
た

は
又

併

規
業
工

本
日

、
は

日
定

予
の

割
分

山

分
は

又
書

約
契

併
合 類

書

温
が
者

請
申

若
書

画
計

割

第
法
泉 所

設
施

る
す

供

項
２
第

条

す
滅
消

り
よ
に

併

名

地
在人
法

の
前

割
分
は

又
法
る

若
人

法
る

す
続
存

後
併

名

れ
立
設

り
よ

に
併
合

は
く

温
り

に
割
分

は
又

人
法
る

用
飲

は
用
浴

の
共

公
を
泉

る
す

継
承

業
事
る

す
供

に
人
法

割
分
併

合
り

お
と

の
記

下

泉
温

、
で

の

泉
温

り
よ

に

第
法

の
項

１
第

条

名

号
番
び

及
日

月
年
の

可

飲
は
又

用
の

共
公
を

泉
称

用

式
様

号

口
山

人
法

）
係

関
条

９
第

様
事

知
県

し
要

を
と

こ
る

す
印

押
、格

。
と

こ
い

な

月
年

。
る
す

と
４

列

け
付
り

は
紙

証
入

収
県

口
欄

）
。
と

こ
い

な
し

印
消

写
の

書
約

契
割

分
は

く
し

者
い
な

し
当

該
に

号
各

し

る
た
主

称

を
と

こ
る

あ
で

た
主

称

地
在

所
の

所
務

事

地
在
所

の
所

務
事

る

受
を

可
許

の
用

利
の

話
電

り
よ

に
定

規

地
の

者
た

け

記

え
添

を
類

書
係

関
、

指
日

月
年 郵

書
請

申
認

承
割

分
併

合

務
事

る
た

主
者

請
申

番
便

表
代

び
及

称
名

在
所

の
所

氏
の

者

日

の
者
表
代

面
書
る

す
約

誓

名
氏
の
者
表
代

名
氏

認
承

の
継

承
の

位

）
番

局

す
ま

し
請

申
て

た
け
受
を

。

号
第

令 名 地 号

日
月

年

２

本
謄
籍

戸
１

類
書
付
添

る
あ

上
以
人
２
が
人
続

相

す
継
承
を
業
事
る

す
供

場

泉
温
が
者
請

申
３

相
き
べ

第
法

を
名
氏
の
者

請
申

注

第
条

の
紙

用
考
備

と
た

し
署

自

所
住

工
本
日

、
は
さ
き
大

人
続

相
被

名
氏

人
続

相
被

日
の

始
開

続
相

柄
続

の
と

利
の

泉
温
り
お

と
の
記
下

第
法

泉

用に
定
規

の
項
１
第

条

号
番
び
及

日
月
年
の
可
許

用
浴

の
共
公
を
泉
温

称
名

設
施
る
す
供
に

用
飲
は
又

地
在
所

第
式
様
号

第事
知
県
口
山

事

）
係

関
条様

員
全
の
そ
、

て
い
お
に
合

選
て
し

と
人

続

に
意
同

の

項
２

っ
あ

に
者

た
れ

さ
定

該
に
号
２
第
は
又

号
１
第

こ
る
す

印
押

、
は

き

し
当

格
規
業

い
な

し
要

を
と

年

。
る
す
と
４

列

付
り

は
紙
証

入
収

県
口

山
欄
け）

。
と

こ
い
な

し
印

消

地
の

者
た
け

受
を
可
許

の

類
書
係

関
、
り

よ

承
の

位

記

請
申

て
え
添

を

日
月

年

請
申

郵 請
申

認
承

継
承

業

氏 住
者

用
浴
の

共
公
を
泉
温
り
よ

の
そ

、
は

て

に
用
飲
は
又

で
者
い
な

書
意
同
の

員
全

書
る
す
約
誓
を
と

こ
る
あ

日
月。
と

こ

面

を
認

承
の

継

）
番

局
話

電

ま
し

温
、

で
の

い
た

け
受

。
す

号
第

令
指 名 所 号
番
便

日
月

年

書

四



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県

「第号
様別

報

「

廃

「

備 廃

改
め３別

（号 外 ）

別
「そ

び

第書
類３別

「

項
１

第
条

８

第

」
に
、
「

第
条

９
第

式
と
す
る
。

記
第
二
号
様
式
の
次
に
次
の
二
様

考 由
理

の
止

由
理

の
止

、
同
様
式
の
注
に
次
の
よ
う
に
加

よ
に
事

工
の

削
掘

の
地

土
泉

温
り

記
第
三
号
様
式
中
「

関
条

４
第

記
第
五
号
様
式
中
「

関
条

５
第

項
１

第
条

」
に
改
め
、
同
様
式

の
」
に
改
め
、
同
添
付
書
類
２
中

に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
様
式
を

他
の
そ

）

記
第
四
号
様
式
中
「

項
１

第
条

８

関
条

４
第

」
に
、
「

項
２

第
条

９
第

」
を
「第

項
２

第
条

」

式
を
加
え
る
。

え
、
同
様
式
を
別
記
第
六
号
様

、
は

合
場

た
し

出
う

ゆ
が

欄
」
考

備

）
係

」
を
「

）
係

）
係

関
条

６
第

」
を
「

）
係

関
条

７
第

の
添
付
書
類
１
中
「

の
所

場

」

「

項
２

第
条

９
第

」
を
「第

条

別
記
第
七
号
様
式
と
す
る
。

）
係

」
を
「

項
２

）
係

関
条

６
第

」
を
「第

項
２

第
条

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
五

」」

式
と
す
る
。

こ
る

す
入
記
を
旨

の
そ

に
。

と

」
に
、
「

項
１

第
条

６
第

」
を

」
に
、
「

項
１

第
条

９
第

」
を

を
「

及
面
図

た
し

示
明

を
点

地

項
２

第

」
に
改
め
、
同
添
付

」
に
、
「

項
１

第
条

６
第

」
を

に
、

をに

五



平

考
備 注

成 年 月 日 金曜日

合 人 装２ １ 付
添

山 口

削 る く 合 又 合 る 許

県 報

関 け許

（号 外 ）
３

第

自
を

名
氏

の
者

請
申
面

書

大
の
紙

用
は

き
と

た
し

署

置

規
業

工
本

日
、

は
さ

き

併

法
る
す

継
承

を
業
事

の

日
定

予
の

割
分

は
又

山

分
は

又
書

約
契

併
合 類

書

温
が
者

請
申

若
書

画
計

割

在
所

項
１
第

条
４

第
法

泉

地
地

土
係
に

可
番
地

び
及

る
す

滅
消

り
よ
に

併

名

目

名

人
法

の
前
割

分
は

人
法

し
若
人

法
る

す
続
存

後
併

れ
さ
立

設
り

よ
に
併

合
は

掘
り
よ

に
割

分
は
又

人
法

の
力
動

は
く

し
若
掘

増
、

併
合

り
お

と
の

記
下

地
土

た

力
動
う

ゆ
り

よ
に

割
分

条
６

第
法

泉
温

、
で

の
い

第
１

第

て
え

添
を

類
書

係

２
第

条

。
す

ま
し

請
申

号
番

び
及

日
月

年
の

可

式
様

号

口
山

人
法

）
係

関
条

４
第

様
事

知
県

し
要

を
と

こ
る

す
印

押
、格

。
と

こ
い

な

月
年

。
る
す

と
４

列

け
付
り

は
紙

証
入

収
県

口
欄

）
。
と

こ
い

な
し

印
消

写
の

書
約

契
割

分
は

く
し

ま
号
５

第
ら

か
号

３
第

し

る
た

主
称

な
し
当

該
に

で

る
た

主
称

在
所
の

所
務

事

在
所
の

所
務

事

装
の

掘
増

の
路

出
削

掘
の

項

者
た

け
受

を
可

許
の

置

同
る

す
用

準
て

い
お

に
項

記

６
第

法

指
日

月
年 郵

書
請

申
認

承
割

分
併

合

務
事

る
た

主
者

請
申

番
便

表
代

び
及

称
名

在
所

の
所

氏
の

者
話

電

日

約
誓

を
と
こ
る
あ

で
者

い 地

名
氏

の
者
表
代

地

る
す

名
氏

の
者
表
代

を
認
承

の
継

承
の

位
地

の

よ
に

定
規

の
項

１
第

条

受、
り号

第
令 名 地 号

日
月

年

）
番

局

署
自
を
名
氏
の
者

請
申

注
き
大
の
紙

用
考
備

と
た
し
工

本
日

、
は

さ

２
本
謄
籍

戸
１
類
書
付
添

る
あ

上
以
人
２
が
人
続

相
事

の
置
装
の
力
動

は
又

場

温
が
者
請

申
３
書

承
を
業

び
及
在

所

第
条

４
第

法
泉

地
地
土
る

係
に
可
許

番
地

被

名
氏

人
続
相
被

所
住

目

開
続

相

柄
続

の
と

人
続

相

日
の

始

ゆ
り

お
と

の
記

下
の

地
土

温
、

で

の
力

動
の

路
出

う

第
項

１
第
条
７
第

法
泉

申
て
え
添

を

に
項

２
第
条

。
す
ま
し
請

号
番

び
及

日
月

年
の

可
許

式
様
号

４
第

県
口
山

事

）
係

関
条
５
第

様
事

知

を
と
こ
る
す

印
押
、
は
き
格
規
業

い
な
し
要
。
る
す
と
４

列

付
り

は
紙
証

入
収

県
口

山
欄
け）

。
と

こ
い
な

し
印

消

員
全
の
そ
、

て
い
お
に
合

続
相
き

べ
す

継
に

意
同

の

項
１

れ
さ

定
選

て
し

と
人

該
に
号
４
第
は
又

号
３
第

年

し
当

を
可

許
の

置
装
掘

増
削

掘

て
い

お

位
地

の
者

た
け

受

第
条
７

第
法

同
る
す
用

準

記

日
月

年

請
申

郵 請
申

認
承

継
承

業

氏 住
者

。
と
こ

う
ゆ
、

削
掘
の
地
土
り
よ

っ
あ

に
者

た
掘
増
の
路
出

意
同
の
員
全
の
そ
、

は
て

誓
を
と

こ
る
あ
で
者
い
な

日
月

面
書

る
す

約

承
の

継
承

の

）
番

局
話

電

の
項

１

の
い

た
け

受
を

認

類
書

係
関
、

り
よ

に
定

規

号
第

令
指 名 所 号
番
便

日
月

年

書

六



平成

第
五

２３

年 月 日 金曜日

務
（
会

第
四

２３４
こ

（
部

山 口 県

（
任

第
二と

２（
会

第
三

２３

報

山（
趣

第
一す県を

（号 外 ）

こ山
条

審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と

部
会
に
属
す
べ
き
委
員
は
、
会
長

部
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
す

を
代
理
す
る
。

議
）

条

審
議
会
の
会
議
（
以
下
こ
の

会
議
の
議
長
は
、
会
長
を
も
っ
て

会
議
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席

会
議
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員

ろ
に
よ
る
。

会
）

期
）

条

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す

す
る
。

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で

長
及
び
副
会
長
）

条

審
議
会
に
、
会
長
及
び
副
会

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会

口
県
規
則
第
九
十
一
号

山
口
県
子
育
て
文
化
審
議
会
規

旨
）

条

こ
の
規
則
は
、
子
育
て
の
文

る
条
例
（
平
成
十
九
年
山
口
県
条

子
育
て
文
化
審
議
会
（
以
下
「
審

定
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
十
月
二

口
県
子
育
て
文
化
審
議
会
規
則
を

平
成
十
九
年
十
月
十
二
日

こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ

が
指
名
す
る
。

る
。

条
に
お
い
て
「
会
議
」
と
い
う

充
て
る
。

し
な
け
れ
ば
、
開
く
こ
と
が
で

の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数

る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の

き
る
。

長
各
一
人
を
置
き
、
委
員
の
互

会
を
代
表
す
る
。

長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
会

則化
の
創
造
の
た
め
の
子
育
て
支

例
第
四
十
六
号
）
第
十
七
条
第

議
会
」
と
い
う
。
）
の
組
織
及

十
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
こ
に
公
布
す
る
。

山
口
県
知

と
が
で
き
る
。

。
）
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

き
な
い
。

の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と

任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間

選
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。

長
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
職

援
・
少
子
化
対
策
の
推
進
に
関

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
山
口

び
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

事

二

井

関

成

優
良
宅
地
等
の
認
定
に
関
す

に
改
正
す
る
。

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年

優
良
宅
地
等
の
認
定
に
関
す

平
成
十
九
年
十
月
十
二
日

山
口
県
規
則
第
九
十
三
号

優
良
宅
地
等
の
認
定
に

山
口
県
規
則
第
九
十
二
号

山
口
県
の
事
務
処
理
の

山
口
県
の
事
務
処
理
の
特
例

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

第
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。

に
改
め
る
。

附

則

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か

山
口
県
の
事
務
処
理
の
特
例

る
。

平
成
十
九
年
十
月
十
二
日

４

部
会
の
議
長
は
、
部
会
に

５

前
条
第
三
項
及
び
第
四
項

（
庶
務
）

第
六
条

審
議
会
の
庶
務
は
、

（
そ
の
他
）

第
七
条

こ
の
規
則
に
定
め
る

議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
山
口
県

十
一
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の

に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成

る
。

）
中
「
別
表
第
三
十
三
号
の
二
ヰ

ら
施
行
す
る
。

に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

山
口

属
す
る
委
員
が
互
選
す
る
。

の
規
定
は
、
部
会
の
会
議
に
準
用

健
康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
課
に
お

も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に

七

規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

規
則

一
部
を
改
正
す
る
規
則

十
二
年
山
口
県
規
則
第
二
十
七
号

」
を
「
別
表
第
三
十
三
号
の
二
ノ

を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

県
知
事

二

井

関

成

す
る
。

い
て
処
理
す
る
。

つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が

う ）」 す 審



平
成
十

平
成
十

平

こ

成 年 月 日 金曜日

別

ニ ニ

」

ニ

条

」

山 口

ハ

」

ハ

」別
「

区 制 宅

「規 宅

県 報

ニ
」

め
、

五
号

に
改

十
五

ニ
」別

ハ

（号 外 ）

第
ハ
」

る
。第

号
ハ

に
、

一
条第九

年
十
月
十
二
日
印
刷

九
年
十
月
十
二
日
発
行

の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

内
域

区
外

域
区

・
内

域
区

域
区
域
区

外
域
区

・

記
第
七
号
様
式
の
表
中
「第第

条条

に
改
め
、
同
様
式
の
表
の
注
５
か

第
項

４
第

３
の

ニ
号

」
を

に
改
め
る
。

附

則

「第

に
改
め
、
同
様
式
の
注
３
中
「第

を
「第

第
項

２
第

２
の

条
号

記
第
二
号
様
式
中

内
域

域
区

規
事

工
成

造
地

域
区
険

危
害

災

外
域

区
・成

造
地

外
域

区
・

内
域

区

区
険

危
害

災
域
区

制
事

工
域

区
べ
す

地
域

を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項

同
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
十
一
条

ニ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二

め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
十
一

号
ニ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二

に
改
め
る
。

記
第
一
号
様
式
の
表
中
「第第

条条

二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
の

を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第

五
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
の

」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二

「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十

の
二
第
二
項
第
十
五
号
又
は
第
六

八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
の発

行
所

山

口

県

発
行
人

山
口
県
知

す
る
。

外
域

区
・

内
域

区
外
・

内
外
域

区
・

内
域

区

第
項

２
第

２
の

第
項

４
第

３
の

ニ
号
ニ

号

」
を

第 第

ら
７
ま
で
の
規
定
中
「第

の
条

第
項

２
第

２
の

条
は

又
ニ

号

第
項

２
第

２
の

条

第
は

又
ハ

は
又

ハ
号

第
項

４
第

３
の

条

域
区 域

区
止

防
り
べ

す
地

崩
地

斜
傾

急

外
域

区
・

内
域

区
・
内

域
区

域
区
険

壊

危
壊

崩
地

斜
傾

急
止

防
り

戒
警

特
害
災

砂
土

域
区

険
域
区

第
十
六
号
ニ
、
第
六
十
二
条
の
三

の
二
第
二
項
第
十
五
号
ニ
又
は

項
第
十
六
号
ニ
又
は
第
六
十
二

条
の
二
第
二
項
第
十
五
号
ニ
又

第
二
項
第
十
六
号
ニ
又
は
第
六
十

第
項

２
第

２
の

第
項

４
第

３
の

ハ
号
ハ

号

」
を

第 第

二
第
二
項
第
十
四
号
ハ
、
第
六

十
五
号
ハ
、
第
六
十
二
条
の
三

二
第
二
項
第
十
四
号
ハ
又
は
第

項
第
十
五
号
ハ
又
は
第
六
十
二
条

四
号
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第

十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五
号

二
第
二
項
第
十
五
号
ニ
、
第
六

庁

定
価
一
箇
月

金
二
千

事

」

「

第
項

２
第

２
の

条
号

第
項

４
第

３
の

条

第
項

２
第

２

号

第

第
は
又
ニ

号

第
項

４
第

３
の

条

第

号

第
項

４
第

３
の

条

ハ
号

号

」
に
改
め
る
。

外 危
」
を

別

に
改
め
る
。

第
四
項
第
十
六
号
ニ
」
に
改

第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十

条
の
三
第
四
項
第
十
六
号
ニ
」

は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第

二
条
の
三
第
四
項
第
十
六
号

「

第
項

２
第

２
の

条
号

第
項

４
第

３
の

条
号

十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号

第
四
項
第
十
五
号
ハ
」
に
改
め

六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四

の
三
第
四
項
第
十
五
号
ハ
」

四
項
第
十
四
号
」
を
「
第
三
十

」
に
改
め
る
。

十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五
号

七
百
円
（
送
料
共
）

八


